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１．はじめ１．はじめ１．はじめ１．はじめにににに    

 本研究プロジェクトでは HMS(水硬性粒度調整鉄鋼ス

ラグ)路盤を有するアスファルト舗装の動的応答につい

て研究調査を実施している．既報

1)2)

においては荷重車

走行に伴う水平ひずみの動的応答に関して報告してい

るが，本報では鉛直土圧の応答について冬季と夏季の比

較を交えて論ずる． 

２．試験舗装及び調査の概要２．試験舗装及び調査の概要２．試験舗装及び調査の概要２．試験舗装及び調査の概要        

 試験舗装は兵庫県姫路市内の一般県道で実施した．舗

装断面は，表層に 20mm 再生密粒度アスコン，中間層及

び基層に20mm再生粗粒度アスコン，上層路盤にHMS-25，

下層路盤に再生 CR を使用し，各層の層厚と計器の埋設

位置は図-1 に示すとおりである．施工は平成 16 年 7 月

30 日に完了し，平成 17 年 3 月 16 日より交通開放され

ている． 

調査は，積載重量を調整した 10t ダンプトラックを図-1 に示

す位置(後輪複輪中央が計器アライメント上を通過，ならびに外

輪中央が計器アライメント上通過の２パターン)を走行させて

行った．目標車速は 5，15，30km/h の３段階を設定した． 

本報では，平成 17 年 2 月 8 日(冬季)と同年 8 月 2 日(夏季)

の調査結果より，鉛直土圧の動的応答について述べる． 

３．調査結果３．調査結果３．調査結果３．調査結果    

(1)(1)(1)(1) 舗装温度舗装温度舗装温度舗装温度    

図-2に，荷重車走行時の舗装体内の鉛直温度分布を示す．冬

季は路床上面から路盤上面まではほぼ一様で，アスコン層の下

面から表面にかけて約 4℃の上昇が見られる．一方，夏季は路

盤内にも温度勾配が見られ，路床上面から舗装表面までの温度

差は約 21℃であり，アスコン層内では約 17℃の差である．アス

コン層の平均温度は，冬季で約 8℃，夏季で約 42℃である． 

(2)(2)(2)(2) 鉛直土圧パルス鉛直土圧パルス鉛直土圧パルス鉛直土圧パルス    

ほぼ同一の車速で得られた路床上面における鉛直土圧パルス

を図-3に示す．土圧パルスは明確な３つのピークを持っており，
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図-1 舗装断面構成と荷重車走行位置 
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図-3 鉛直土圧パルス(温度による違い) 
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図-6 載荷時間-車速関係 

図-7 載荷時間-深さ-車速関係 

     (平成 17 年 2月 8日) 

図-5 鉛直土圧-車速関係 

図-4 鉛直土圧パルス(速度による違い) 

それぞれが前輪および後輪複軸通過時のものである．なお，車速は

これらのピーク間の時間を用いて算出した値である．冬季は夏季に

比べて土圧のピーク値は 1/4 程度の大きさとなっている．夏季の低

速時と高速時の比較を図-4 に示す．高速時にはパルスの周期が短

くなるとともに，ピーク値が小さくなることがわかる． 

(3)(3)(3)(3) 鉛直土圧鉛直土圧鉛直土圧鉛直土圧----車速関係車速関係車速関係車速関係    

図-5に路床上面における鉛直土圧と車速の関係を示す．夏季は

車速の増加とともに鉛直土圧が減少する傾向が認められるのに対

し，冬季には車速にかかわらず鉛直土圧はほぼ一定である．これは，温

度が高いほどアスコン層の粘性効果が大きくなることを示唆するもの

である． 

(4)(4)(4)(4) 鉛直土圧の載荷時間鉛直土圧の載荷時間鉛直土圧の載荷時間鉛直土圧の載荷時間    

 荷重車の後輪後軸通過時に実測された鉛直土圧のパルスをハーバー

サイン関数で近似し，その周期を載荷時間として求めた．図-6 に載荷

時間と車速の関係を両対数軸上にプロットしたものを示す．車速が大き

いほど，載荷時間は短くなることがわかる．また，車速に関係なく，夏

季より冬季の方が載荷時間が長くなっている．これは，アスコン層のス

ティフネスの大小による荷重分散能力の差を反映したものであろう． 

ところで，Barksdaleらは鉛直土圧の載荷時間-深さ-車速関係を理論

的考察に基づいて発表している

3)

．そこで，今回得られた結果を

Barksdaleの図にプロットしたものが図-7である．データ数が少ないた

め断定はできないが，実測の載荷時間と深さの関係は Barksdaleの図と

同じような傾向を示している．車速との関係は低速の場合は Barksdale

の図にフィットするように見えるが，高速になるほど差は大きいことが

わかる．この差については現在検討中である．なお，Barksdaleの図で

は舗装温度は無視されていることに留意する必要がある．

 

４．４．４．４．おわりにおわりにおわりにおわりに        

 本報では，HMS 路盤を有するアスファルト舗装体内の鉛直土圧の動的

応答に関して，舗装温度や車速の影響を交えて報告した．舗装の動的挙

動をよりよく把握するために，今後とも調査・分析を継続していく予定

である． 

 最後に，本研究の実施に当り，鉄鋼スラグ協会より研究助成を受けま

した．ここに記して謝意を表します． 
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